
第 3 章

施設整備の考え方

3 -1  基本事項

　 (1 ) 水道需要の見通し

　 (2 ) 確保すべき施設能力　 　

　 (3 ) 予防保全型管理による

　 　   施設の長寿命化

　 (4 ) 施設の更新 

　 (5 ) 多摩地区水道の強靭化

3 -2  主要施策の方向性

　 (1 ) 安全で高品質な水の安定供給

　 (2 ) 様々な脅威への備え

　 (3 ) 新技術を活用し た

　 　   水道システムの構築
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

3 -1   基本事項

第 3 章 施設整備の考え方

＜水道需要の見通し （ イメ ージ） ＞
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第3 章　 施設整備の考え方 ～基本事項～

＜水道需要推計フ ロー＞

＜用途別使用水量の実績と 推計に用いる実績期間＞
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

＜推計結果＞
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

＜確保すべき施設能力の考え方（ イメ ージ） ＞

＜確保すべき施設能力の考え方＞

＜過去に発生し た重大リ スク （ 浄水場の停止事故） ＞
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

使用限界
レ ベル

経過年数1 0 0 年以上6 0 年

長寿命化

建設時の
機能・ 性能

＜補修工事＞
・  コンクリ ート 増打ち

・  断面修復　 　 　   等

機
能
・
性
能
レ
ベ
ル

劣化

ひび割れの
発生

補修

中性化※の進行等による
鉄筋の腐食に伴う 剥離

鉄筋

剥離の発生

剥離部の
断面修復

漏水を 伴う
ひび割れの発生

コ ンクリ ート
増打ち

ひび割れの
早期補修

予防保全型管理 従来の考え方 点検 補修 更新予防保全型管理（ 劣化が早い場合）

＜予防保全型管理による施設の長寿命化（ イメ ージ） ＞
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

＜主な浄水場の更新時期＞

系列①の代替を 整備

（ 更新する 浄水場）（ 代替浄水場）

撤去・ 更新

廃止

整備

撤去・ 更新更新済

更新済更新済

更新済 更新済更新済

系列① 系列② 系列③

＜浄水場の系列単位の更新＞
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

＜施設能力のダウンサイジング及び均等化（ イメ ージ） ＞

確保すべき 施設能力
（ 水道需要＋リ スク や補修等によ る能力低下量）

浄水場施設能力
金町浄水場の更新に着手

経過年数

施
設
能
力

代替浄水場
東村山 金町

1系列分

均等化
1系列分

（ 3系列）
（ 3系列）

順次更新
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

＜親し まれる水道施設（ イメ ージ） ＞
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

土壌の分類
種別

土壌の分類
種別

＜ダク タ イル鋳鉄管の供用年数＞

＜孔食の状況＞ ＜ポリ エチレンスリ ーブを被覆し た管路＞

土壌の分類
種別
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

＜主な送水管ネッ ト ワーク ＞

境

東村山
多摩川

多摩南北幹線
（ 仮称）

小作

多
摩
丘
陵
幹
線

H26

浄水場

給水所等

送水管

境

東村山
多摩川

多摩南北幹線
（ 仮称）

小作

多
摩
丘
陵
幹
線

H26

浄水場

給水所等

送水管
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

＜多摩地区の地域特性を踏まえた配水区域の再編＞

＜管理室の統合（ イメ ージ） ＞
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

＜多摩川上流地域の配水区域の再編（ イメ ージ） ＞

＜多摩川左岸西部地域の配水区域の再編（ イメ ージ） ＞
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第3 章　 施設整備の考え方 〜基本事項〜

＜多摩川左岸東部地域の配水区域の再編（ イメ ージ） ＞

＜多摩川右岸地域の配水区域の再編（ イメ ージ） ＞
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第3 章　 施設整備の考え方 ～主要施策の方向性～

3 -2   主要施策の方向性



第3 章　 施設整備の考え方 〜主要施策の方向性〜
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